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黒
川
激
特
事
業
が
着
工
へ

７
回
の
協
議
会
・
住
民
説
明
会
を
経
て
治
水
事
業
に
直
手

　
第
４
回
黒
川
激
特
事
業
の
協

議
会
が
３
月
24
日
、
内
牧
支
所

で
開
か
れ
、
熊
本
県
が
提
示
し

て
い
た
事
業
計
画
が
大
筋
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
黒
川
の
河
川
工
事
は
、
す
で

に
堆
積
土
砂
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
国
の
激

甚
指
定
を
受
け
た
今
回
の
黒
川

河
川
治
水
事
業
は
、
県
が
事
業

主
体
と
な
る
激
特
事
業
と
し

て
、
河
道
改
修
だ
け
で
な
く
、

輪
中
堤
、
宅
地
嵩
上
げ
、
遊
水

地
が
盛
り
込
ま
れ
た
大
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
実
施
に
あ
た
り
、
区
長
代
表

を
中
心
と
し
た
『
黒
川
激
特
事

業
に
係
る
河
川
改
修
及
び
輪
中

堤
・
宅
地
嵩
上
協
議
会
』
が
設

立
さ
れ
、
昨
年
10
月
か
ら
４
回

に
わ
た
り
会
議
が
開
か
れ
て
き

ま
し
た
。
併
せ
て
、
地
区
協
議

会
、
住
民
説
明
会
も
開
か
れ
、

１
８
３
億
円
に
及
ぶ
工
事
に
つ

い
て
の
内
容
が
諮
ら
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
事
業
計
画
同
意
に
よ

り
、
平
成
28
年
度
の
事
業
完
了

に
向
け
、
本
格
的
に
工
事
が
始

ま
り
ま
す
。
な
お
、
引
き
続

き
、
本
協
議
会
は
形
を
変
え
て

継
続
さ
れ
、
激
特
事
業
を
終
え

た
後
も
、
よ
り
良
い
黒
川
河
川

の
改
良
に
向
け
協
議
が
行
わ
れ

ま
す
。

第 4 回協議会のようす

県内各市の連携を強化　市長会定例会が阿蘇市で開催
　
県
内
の
市
長
が
一
堂
に
会
す
る
熊
本

県
市
長
会
春
季
定
例
会
が
４
月
16
日
、

市
内
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
市
長
会
は
、
各
市
の
連
携
を
図
り
市

民
の
福
祉
増
進
と
市
政
の
向
上
発
展
を

目
的
に
、
毎
年
春
と
秋
に
開
催
さ
れ
る

も
の
で
、
阿
蘇
市
で
は
６
年
ぶ
り
に
開

催
。
当
日
は
、
行
財
政
や
医
療
保
険
に

関
す
る
事
項
な
ど
、
各
市
が
持
ち
寄
っ

た
国
・
県
に
対
す
る
要
望
事
項
が
決
議

さ
れ
た
ほ
か
、
４
月
12
日
に
県
内
で
発

生
し
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る

対
応
に
つ
い
て
、
県
担
当
者
か
ら
説
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、定
例
会
後
に
は
「
社
会
保
障・

税
番
号
制
度
の
導
入
に
向
け
て
」
と
題

し
、
内
閣
官
房
参
事
官
の
金
﨑
健
太
郎

氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、
質
疑
応
答
が

盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
秋
の
定
例
会
は
天
草
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

定例会のようす

阿蘇市のニュースをお届けする フラッシュニュース

主 な 事 業

❶黒川河道改修
❷輪中堤（３箇所）
❸宅地嵩上げ　（約１６０戸）
❹遊水地（２箇所）
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町 １ 区 杉 本  蘇 助 古城3の1区 阿蘇品 春輝 深 葉 佐藤 眞佐雄 下西黒川 小 野  誠 三
町 ２ 区 山 部  公 望 古城３の２区 古 閑  恒 則 西 小 園 小 島  良 邦 乙 姫 松 岡  友 秋
北 １ 区 松 嶋  桂 一 古城４区 井  征 雄 折 戸 緒 方  光 夫 黒川千丁 德 永  實
北 ２ 区 田 嶋  英 敏 古城５の１区 森 永  詔 興 宇 土 小 山  忠 男 永 草 髙 藤  拓 雄
東 １ 区 寺 川  守 雄 古城５の２区 寺 本  友 信 浜 川 森 本  義 郎 枳 橋 本  保 德
東 ２ 区 内 田  敏 彦 古城６区 工 藤  徹 雄 鷲 の 石 井 野  耕 児 赤 水 中 村  敬 一
東 ３ 区 井  重 徳 古城７区 井 野  恵 次 原 の 口 井  剛 昭 車 帰 岩 村  良 一
西 １ 区 岩 下  一 六 原 口 川 添  洋 吉 山 田 市 原  育 郎 狩尾１区 永 富  久 義
西 ２ 区 池 部  芳 明 上 井 手 井 手  伸 一 小 倉 阿 部  竹 史 狩尾２区 下 村  善 計
西 ３ 区 今 村  清 也 下 井 手 岩 下  睦 夫 西 小 倉 森 本  榮 二 狩尾３区 荒 井  安
古神１区 山 村  浩 中 原 岩 下  經 之 小 池 工 藤  重 行 跡 ヶ 瀬 中 村  茂 昭
古神２区 時 田  勲 西 井 手 本 田  廣 喜 黒 流 町 渡邊 今朝士 的 石 山 本  直 樹
古神３区 村 上  幹 夫 上西河原 菅  一 郎 今 町 大 和  政 則 楢 木 野 森  新 一
分 １ 区 村 山  誠 也 下西河原 髙 宮  寧 下 の 原 北 里  榮 介 赤 仁 田 市 原  鼎 藏
分 ２ 区 村 上  邦 彦 上東下原 甲 斐  一 誠 新 村 黒 川  一 郎 小 園 大 塚  武
分 ３ 区 今 村  政 雄 下東下原 西 村  勝 弘 小野田町 小 野  哲 也 小 地 野 城  輝 臣
塩 塚 山 部  房 雄 西 下 原 駿 河  義 美 本 村 内 田  和 也 笹 倉 阿 南  忠 治
古 閑 髙 木  茂 博 片 隅 吉 岡  正 登 茗 ヶ 原 橋 本  勝 徳 坂 の 上 高 日  政 元
神 石 市 原  秋 友 荻 の 草 井 野  豊 則 道 尻 川 村  博 文 大 道 藤井 貴美夫
福 岡 市 原  鉄 朗 舞 谷 中 村  道 哉 下役犬原 坂 本  干 城 立 塚 石 田  敬 信
上 町 吉 田  精 雄 内牧１区 永 田  賢 一 上役犬原 渡 辺  哲 二 横 堀 甲 佐  弘
東 仲 町 菅  晃 生 内牧２区 森  一 臣 西 町 家 入  修 一 遊 雀 上 村  哲 史
西 仲 町 齊 藤  末 光 内牧３区 伊 藤  武 夫 竹 原 下 村  和 幸 中 道 武 藤  正 二
下 町 中 川  武 雄 内牧４区 小 島  宏 揮 蔵 原 小 野  孝 行 山 崎 楢木野 隆康
桜 町 平 岡  鑑 善 内牧５区 野 口  保 東 黒 川 山 本  忠 志 仁 田 水 楢木野 信治
福 原 宮 﨑  昭 光 成 川 江 藤  一 文 坊 中 坂 田  良 一 中 江 古澤 志喜男
馬 場 後 藤  祐 輔 小 里 大 倉  勝 弘 南 黒 川 山 口  征 雄 滝 水 阿南　米夫
豆 札 藤 井  鉄 男 南 宮 原 山 内  勝 次 元 黒 川 坂 田  千 秋

各地区代表区長（役員）は
太字で表示しています。古城１区 市 原  定 義 湯 浦 大 塚  幸 矢 北 黒 川 江 藤  幸 輝

古城２区 渡 邊  利 徳 西 湯 浦 下 田  英 雄 上西黒川 宮 本  和 誠

【平成 26 年度区長一覧】 （敬称略）

　
平
成
26
年
度
阿
蘇
市
区
長
会

総
会
が
４
月
18
日
、
市
内
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
、
本
年
度
の
新
体

制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
区
長
会

長
は
大
倉
勝
弘
氏
（
小
里
区
）、

副
会
長
は
岩
下
經
之
氏
（
中
原

区
）、
阿
南
米
夫
氏
（
滝
水
区
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
度
の
各
行
政
区

の
区
長
及
び
区
長
会
役
員
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

平成 26年度　区長（区長会）の新体制が決定

ＦＬＡＳＨ　  ＥＷＳN

区
長
会
総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る

大
倉
区
長
会
長


